
父島（海自）

約20名

南鳥島
（海自）

約10名

硫黄島
（海・空自）

約400名

地図出典：地理院地図

標準地図を加工して作成

周辺国による

軍事活動が

活発化

日本の太平洋側では、周辺国の軍事活動が
活発化。しかし、太平洋上には常時継続的に

上空を監視するレーダーがないため、

防衛省・自衛隊の監視能力は限定的です。

中露爆撃機の共同飛行

（2025年度末時点）

太平洋上の広大な部分が防衛上の空白状態に

中国空母の太平洋進出

【太平洋上の自衛隊の拠点】

25年12月共同飛行の様子

（写真：統合幕僚監部）

25年6月太平洋における航行の様子

太平洋側の防衛体制強化は喫緊の課題！

（写真：統合幕僚監部）

常時継続的な情報収集・警戒監視能力の強化など


